
ク
 
小
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ク
 
片
 

山
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一
 

●
 

田

中
 
久
 
七
 

員
 
三

浦
 
藤
一
 

」
 
譲

讐
細
 
住
民

登
鍔
に

つ
い

て
 

？皆
さ
ん

に
お

願
い
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常
任
委
員
決

定
 

市
議
会
常
任
『
員
は
左
の
通
 

り
決
定
 

総

務

常
任
委
員

脅
 

財
務
常

任
委
員
曾
 

季
‘
員
長
 

田
中

専
之
作

副
委
員
長
 
奈
良
岡
繁
太
郎

委
 
員
 
長
尾
 
喜
栄

ク
 

田
附

健
四
郎
 

片
 
山
 
英
一
 

カ
 
松
本
与

三
郎

矛
 
菊
池
 
清
助

ク
 

木
村

千
代
吉

民

生
常

任
委
貝

曾

委
員
長
 

葛
 
西
 
保

副
委
員
長
 
鳴
海
 
武
則

委
 
員
 

中
野
 
修
三

矛
 
長
尾
 
喜
栄

ク
 
平

山
【
武
太
郎
 

カ 

、I
・
、“
'
1、
、
 

外
科
整
形
外
科
 
院
 

長
 

部
 
長
 

医
 
員

内
科
小

児
科
 
副
院

長
 

,
 

医
 
員
 

斗
一
 

一
産
 
婦
 
人
 科
 
部
 
長
 

．
優
生
保
護
法
指
定
医
 
嘱
託
 

●
 

医
 
員

放
 
射
題
 
科
 
部
 
長
 

診
 
療
科
 
目
 

荘川斎最荘三岩掛菊（ー 
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夫之勝寛‘さ耶瑛夫惇 I 

日
 

祭曜 
休 

日 日 

診 

士
曜
日
（午
後
〕
 

日
 

創
立
記
念
日
 

報
 

所
 

五
 

は
館
け
臓
鰐
騒
駿
器
い
 

ず
も
光
 
様
か
ら
の
絶
大
な
る
ば
頓
を
得

山奮
る
 
ま
し

て
今
後
の
議
会
運
営
に
あ

市
議
会
 
た
り
ま
し
て
は
、
厳
正
公
平
な

議
長
の
 
る
立
場
を
堅
持
し
て
常
に
市
民

職
務
を
 
の
福
祉
の
向
上

と
生
活
の
安
定
 

行
う
こ
と
・
な
り
誠
に
感
激
に
 
に

一
意
専
心
職
務
に
専
念
致
す
 

堪
え
な
い
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
」
 

も
と
よ
り
議
会
人
と
し
て
は
浅
 
申
し

上
げ
る
ま
で
も
な
く
．
 

住民登録人口数 昭習餌爆鷲讐 

霞 	分  人「1 男 女 世柳勲

五所川原市本所 14.277 6.841~ 7.43可 2.929 
茶 支 所 3.29可 1.6阿 1.6固 給

中，川 支 所 3.570 1.8011 1,76可  54 
三 好 支 所 13.457 1,7571 1.700  51 
長 橋 支 所 14.19812.118 2.0801 69 
松  島 支  所  4.41目 2.18オ 2，刀可 681  
飯 詰 支  所 3.91可 1.93司 1.9781 68 
毘 沙 門支所 1.183 59司 59可 18 
合 	tf 138.31318.870119.4431 6.769 

1
8
 

給
 

所
 
所

支
 
支

島

詰

松
 
飯
 

'“~ 

日
 

1
ー
 

月
 

〔

‘
 

昭和 30 年 1 

詳
議
銘
躍

顔
蘇
贈
認
纏

器
馨
器
 

在
日
本
全
体
の
地
方
自
治
体
は
 
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

非
常
な
隣
路
を
克
服
致
し
つ
・
 
い
ま
す
。
又
わ
れ
わ
れ
は
議
会

一
大
飛
潔
を
な
さ
ん
と
す
る
重
 
の
責
任
及
び
そ
の
権
限
と
を
は

大
な
る
岐
路
に
た
つ
て
い
る
、
 
つ
き
り
守
り
つ
、
執
行
機
関
で

と
か
よ
う
に
存
ず
る
次
第
で
ご
 
あ
る
市
長
初
め
市
の
更
員
の
方

ざ
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
際
し
 
A
と
も
あ
く
ま
で
も
連
絡
協
調

ま
し
て
幸
い
市
民
全
員
の
御
支
 
致
し
ま
し
て
大
五
所
川
原
市
の

援
を
得
ま
じ
て
市
議
会
議
員
に
 
将
来
の
発
展
の
た
め
に
努
力
致

当
週
さ
れ
た
各
議
員
の
代
表
と
 
し
た
い
か
よ
う
に
存
ず
る
次
第

し
て
市
民
皆
様
の
意
志
を
完
全
 
で
‘こ
ざ
い
ま
す
。
甚
だ
簡
単
な

に
反
映
で
き
ま
す
よ
う
努
力
致
 
が
ら
一
言
就
任
の
御
挨
拶
を
致

し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
 
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
議
会
 

カ
を
衷
心
よ
り
希
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。
 

当
市
は
合
併
后
、
な
ほ
日
浅

く
真
の
発
展

は
こ
れ
か
ら
で
、
 

吾
A
議
員
の
使
命
も
そ
れ
だ
け

重
い
わ
け
で
、
常
に
理
事
者
と

一
体
と
な
り
市
政
発
展
の
た
め

努
力
致
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
か

ら
何
卒
市
民
各
位
に
は
、
従
来

私
に
賜
わ
り
ま
し
た
以
上
の
御

支
援
と
御
援
助
と
を
お
願
い
申

し
あ
げ
て
一
言
御
挨
拶
と
致
ナ
J
 

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ー
 
賢

の
御
 
な
議
会
運
営
の
た
め
に
誠
心
誠
 

市
政
襲
展

の
た
め

に
 

難

綴
助
鹿

内
藤
太

郎
 

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
不
肖
私
 
意
、
そ
の
責
任
を
全
と
う
し
明
 

が
躍
進
途
上

に
あ
る
田
園
奉
市
 
期
な
市
政
と
市
民
の
幸
福
の
た
 

五
所
川
原
市
議
会
の
副
議
長
の
 
め
大
方
諾
賢
の
御
援
助
、
御
協
 

過
日
 
重
職
を
担
う
こ
と
に
相
成
り
ま

の
改
選
 
し
た
こ
と
は
光
栄
ニ
れ
に
す
ぎ

初
の
市
 
る
も
の
は
な
く
、
こ
の
責
任
の

議
会
に
 
重
大
さ
を
痛
感
致
す
も
の
で
あ
 

.
m
い
て
 
り
ま
す
。
 

議
員
諸
 

今
后
は
議
長
を
補
佐
し
円
満
 

公

選
初
の

市
』議

会
 

議
長
に
仙
庭
楽
入
議
員
 

一
一
 

委
員

長
 

副
委
員
長
 

奈
良
 
乾

一

平
山
一
武
太

郎
 

大
久

保
新
市
 

奈

良
 
乾

一
 

ク
 
田

中
専
之
作
 
一
、
 韓
入
屈
（
新
し
く
当
市
に
住
所
を
定
め
た
 

都
市
計
書
 

場
合
）
 

常
任
委
員

曾
 

一
、
韓
居
届
（
当
市
内
で
住
所
を
塁
更
し
た
場
『
 

委
員
長
 
菊
池
 
清
助
 

合
）
 

副
委
員
長
 
木村
 
重
吉
 
一
、
愛
更
届
（
世
帯
の
構
成
に
婆
史

が
有
つ
た
 

委
 
員
 

田
附
健
四
叫
 

場
合
）
 

ク
 

晴
 
l
平
 
m
 
乙
叫
γ
う
な
場
合
に
は

十
四
日
以
内
に
必
ら
 

一
一浄
一
籍
競
鶏
締
糾
響
 

ク
 
鶴

谷
初
太
郎
 
（
正
常
な
理
由
な
く
、
期
間
内

に
届
出
を
し
な
 

吉
 

【
歯

●一
こ●
」
」hし
！
】
罵

一
、K
皇

1
、
 

畠
4
，
玉
 
耳
日
・
正
プ良
 

z『
 

着
，
 
車
ー
 

力
 

自
名
わ
プ
良
 
〈
「r
,
1
王

E
？
×
，
 ,
,
F
I
弄
l
,
 

葡
《
ユ
ー匡
【
」
歩
ー
見
一
 

・
一
 4
メ
良

望
国
E‘
 

委
 
員
 
大
久
保
新
市
 
中
 
秋

え
 
入
吉
 

末
萱
嘗
壬
委

員
含
 

い
島
合
に
は
過
料

に
慮
せ
ら

れ
ま
す
）
 

γ→ー’ー師 

》
 

、
 

， 、， 一 

祝 日 

見

た

b

、

難
い

た
 

声
「
 
噺
 副
議
長
決
定
 
刈
「

議
鼠

」】
嘗
 
晦
い
？
昨

m
讐

士

ド

ノ
、
傍
聴
席
と
か
け
て
 

木
村
 
重
吉
 
ー
「
嶋
」
は
身
 
・
」
繭
プ
良
 

畔
馴

醐
 
‘
り
，

m博
 

委
 
員
 
中

野
 
臨
三
 

一熱
畦

維
（
 

n横
ザ

良
 
鷺
（
慮
準
鷲

ぎ
 

か
田
“
証

「”
濃
」
湾J詳

i
 
(

，
網
曹

灘
驚

ー
 

副
委
員
長
田中
久
七
な

ぞ
？

I、
 

開
票
の
結果
、鹿
内藤
太郎
 

I
 鋪
繭
．
，

軸
博

畔
wr
 

緯
，fい
 
”
”
 
」
引
 
て
そ
 
く
 

何
h
と
と
く
 

無
効
一
票
 

一
 
製
 
‘
 
‘

叫
 

有
 
ク
 
小

野
 
秀
雄
 

か
知
引
新
加
・
諮
濃
ム壇
出
教育
委員
 

繊
 
”
‘
 

時
 
ク
 
伊

藤
柾
四
郎
 

訟
繊
鷲
勲

員
決
定
 
喫
撃
 

一
●

、
【
 
「
 

繰
雄
籍

紗
 

ト

野
 
秀
唯
 
用

壊
乃
結
果
訟
本
与

三
報
鵬
 

、
」
”
 
、

一

r
 

る
 

副
委
員
長
 
和
 
田
 
新
 

去
る
九
月
十
i
i一
日
執行
、
合

併
后
初
の
市
躍
会
議
員
の
選
挙

に
於
い
て
目
田
度
く
当
選
せ
ら

れ
た
議
員
さ
ん
方
に
依
る
、
初

の
市
議
会
 
（
組織
会
）
 
は
十
一

月
十
八
日
午
前
十
時
四
十
分
か

ら
、
市
会
議
室
に
於
て
開
催
さ

れ
、
外
崎
市
長
か
ら
新
議
員
さ

ん
に
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
遮
ぺ

ら
れ
、
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
 

細
に
説
明
「
市
発
展
の
た
め

協
力
を
お
踊
い
す
る
」
旨
の
 

挨
拶
が
あ
り
、
最
年
長
者
仙
庭

栄
八
議
員
が
仮
議
長
と
な
り
直

ち
に
議
長
選
拳
を
行
な
つ
た
。
 

議
長
決

定
 

開
票
の
結
果
仙
庭
栄
八
議
員

が
当
選
 

ニ
ハ
票
 
仙

庭
栄
八

一
門
栗
 

田
附
健
四
郎

仙
庭
議
長
か
ら

「
皆
様
の
御

推
薦
に
よ
り
ま
し
て
、
議
長
の

重
資
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
浅
学
非
才
、
議
員
と
し

て
も

一
年
生
で
あ
り
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
御
協
カ
の
も
と
、
市

の
発
展
と
市
民
の
幸
福
の
た
め

努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
か

ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
。
 
 

番
 

番
 

番
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一
一
番

一
一一番

一
一
一
一

番
 
笹
森

柾
五
郎

一
四
番

一
五
番

一
六
番

一
七
番
 

八
番
 
片

山
 
英
一
 
員
が

当
選
 

九
番
 
佐

藤
 
忠
雄
 

一
大
票
 
松

本
与
三
郎

一O
番
 
伊

藤
柾

四
郎
 

一
二
東
 
畏

尾
喜

栄

一
一
番
 
仙

庭
 
栄
八
 

一
 
巣
 
小
田
桐

柾
吉

一
二番
 
極

本

与
三

郎
 

臨
時
田
納
検
査
立
会
人
は
協

一
三
番
 
秋

元
 
久

吉
 
議
の
結
果
輪
番
制
と
し

一
年
目

一四
番
 
高

橋
 
文
治
 
は
左
の
ヒ

名
と
決
定
 

一
五番
 
鶴
谷
初
太

郎
 
一
 

番
 
巾
野
 

修
 
三

一
大
番
 
葛
 

西
 
保
 
二
 

番
 
鳴
海
 
武
則

一
七
番
 
菊

池
 
清
助
 
三
 

番
 
三
浦
 

藤
一
 

一
八
番
 
田
 
中
 
久
 
七
 
四
 

番
 
畏
尾
 

喜
栄

ー
 
ク
 

ー
ー
九
番
 
田
中

専
乏
作
 
五
 

番
 
田
附

健

四
郎
ー
 

ク

三
へ
）
番
 
木
村

干
さ
青
 

六
 
番
 
森
 
平
 
内
 

ク

次
に
副
議
長
の
醒
挙
に
人
る
 
七
 
番
 
和
 
田
 

新
一
 

戸・
 

市
民
の
期
待
に

努
力
 

柳
踊
叫
帥
 
仙
 
庭
 
藁
 
八
 

園

民
健
康

保
険
 

市
立

五
所
川
原
病
院
 

〒
五
 
一
 
五
 
番
 

'
 

市
営

住
宅
入
居
者
決
定
 

＼
蕊
臨
操
鯉
雛
諮
船
鐸
総

監
鉛
一
 

定
、
 十
一
一月
三
日
か
ら
入
居
す
る
 
（
カ
ツ
コ
内
は
勤
務
先
」
 
ブ

尚
、
本
年
度
は
更
に
第

一
腫
住
宅
（
簡
易
耐
火
）
二
四
戸
、
 
プ

木
造
十
五
戸
、
第
一
一
腫
木造
住
宅
五
戸
計
四
四
戸
を
建
設
す
 
一
》
 

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
 

▽
 
第
一
種
住
宅
入

居
者
 

藤
沢
卓
司
（
市

立
病
院
）

三
浦
仲
三
（

「
 

中
校
）
長
尾
義

夫

（
電
電
局
）
瀬
尾
陸
，
 

磨

（
五
農
高
）
坪
谷
豊

一
 
（裁
判
所
）
木

村
博
『
一
 
（閣
鉄
）
横
山
到
（
日
通
支
店
）
 

中
村
健
次
（
築
在
住
）
阿
部

一
男

（
西
北

・

幅
祉
事
務
所
）
横
山
章
五
（
懸

税
）
鶴
谷

清
喜

（
議
曾
事
務
局
）
斎
藤
弘
文

（
五
小

校
）
三
浦
武
彦
（
産
経
記
者
）
秋
元
正
憲

『
，
 

（
懸
販
連
）
工
藤
良
（
税
務
署
）

大
沢
超

三

（
日
通
支
店
）
鮫
島
岩
夫
（
市
役
所

×
 

塚
本
余
義

（
金
正
堂
）
 

▽
 
第
二
種
住
宅
入
居
者
 

坂
本
せ
つ
子
（
西
北
病
院
）
原
良
造
 

事
曾
社

）
古
川
久

（
郵
便
局
）
三
上
『
 

市
役
所
）
近
藤
き

み
え
（
北
郡
森
林
組
 

）
橋
本
三
郎
（
税
務
署
）
瀬
川
介
章
一

一
 

察
署
）
工
藤
憶
子

（
農
改
普
及
）
堀
豊
 

・
 

郎

（古
二
酒
屋
）
田
中
佐

臓
（
滑
防
 

大五四三一一，巷議
番番番番番番姿之席 

し依．叫 
森田長三鳴中 たつ‘フに 

平思尾浦海野 素定 

茜喜藤武修 黒 
内郎栄一則三 り 

議
員
が
当
選
 

委
 
員
 
鳴

海
 
武
則

カ
 
秋

元
 
久

吉

カ
 
高

橋
 
女
治

ク
 

鵬

谷
初
太
郎

ク
 
葛
 

西
 
保

み
 
木

村
千
代
吉

尚
、
市
議
会
選
田
監
査
委
員

は
十
二
月
の
定
例
議
会
で
決
定

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

小
田
桐
柾

吉
 
ク
 

高
橋
 
文

治

森
 

平
 
内
 
農
林

商
工
 

奈
良
岡
繁
太
郎
 
常

任
委
員

曾
 

小
野
 
秀

雄
 

委
員
長
 

大
久
保
新

市

佐
藤
 
忠

雄
 
副

委
員
長
 
佐
藤
 
忠

雄
 

火
の
用心
 

《
静・・‘
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